
「本試験によく出る！第１類消防設備士問題集」 改訂二版 お詫びと訂正 

 

本書の掲載内容に下記の誤りがございました。ここに訂正させていただきますとともに深くお詫び申し上げます。 

初版時からの訂正を載せております。お手持ちの本では修正されている可能性もございます。 

Ｐ１６ 問題 5 の選択肢（４） およびｐ１７の解説 1 行目 

誤 正 

（４）D，C，B，A （４）D，C，A，B 

水槽の水は、Ｄ⇒Ｃ⇒Ｂ⇒Ａの順に流れにく 

くなります。 

水槽の水は、Ｄ⇒Ｃ⇒Ａ⇒Ｂの順に流れにく 

くなります。 

 

Ｐ３１ 問題 24 の問題文冒頭  

誤 正 

日本工業規格（JIS） 日本産業規格（JIS） 

 

Ｐ５２ 問題 1２ 選択肢問題文（１）及び解説文（１） 

誤 正 

（１）磁界の強さを表す単位はウェーバ・・・ （１）磁束の強さを表す単位はウェーバ・・・ 

 

Ｐ５８ 問題 1９の解説 最下段～ｐ５９の 1 行目 

誤 正 

 なお、抵抗と誘導リアクタンス XLのみの場 

合は、XL＝０、抵抗と容量リアクタンス XC 

のみの場合は、XC＝０として～ 

なお、抵抗と誘導リアクタンス XLのみの場 

合は、XＣ＝０、抵抗と容量リアクタンス XC 

のみの場合は、XＬ＝０として～ 

 

Ｐ７５の下から 2 行目およびｐ８８ 問題 1４の 1 行目 

誤 正 

 日本工業規格（ＪＩＳ） 日本産業規格（ＪＩＳ） 

 

Ｐ９９ 問題６の選択肢Ａを以下の内容に差し替えさせていただきます 

金属製配管にあっては、水配管用亜鉛めっき鋼管、配管用炭素鋼鋼管又は圧力配管用炭素鋼鋼 

管又はこれと同等以上の強度、耐食性及び耐熱性を有すること。 

 

Ｐ１００ 問題６の解説Ｄを以下の内容に差し替えさせていただきます 

Ｄ 誤り。 

規則第 12 条第 1 項より、配管はＡに示された基準に適合する金属製配管か又は、消防庁長 

官が定める基準に適合する合成樹脂製の管を使用すること、とあるので合成樹脂製のものも使用

することができます。 

 

Ｐ１１８、問題 1０の解説 選択肢（４） 

誤 正 

（Ｐ296、写真Ｂ参照）。 （Ｐ296、写真右参照）。 

 



Ｐ１２２ 問題１７の解説 １行目 

誤 正 

前問の（３）より， 前問の（Ｃ）より， 

 

Ｐ１２５、問題２１の選択肢 E 

誤 正 

～、単口型のものを用いた。 ～、単口型のものを用いなければならない。 

 

Ｐ１２５、問題２１の解説 E 

誤 正 

送水口には、双口型のものを用いる必要があ

ります。 

送水口には、特にそのような規制はありません。 

 

Ｐ１３８、問題８の選択肢Ｃ 

誤 正 

Ｃ 屋内消火栓設備を有効に３０分間以上 Ｃ 屋内消火栓設備を有効に６０分間以上 

 

Ｐ１３８、問題８の解説Ｃの後半内容を削除し、以下のように訂正させていただきます。 

Ｃ 誤り。 

非常電源は、原則として、消火設備を有効に 30分間以上作動できる容量が必要です。 

 

Ｐ１４７、問題 21 の解説 下から 3 行目 

誤 正 

P395 巻末資料 11 P397 巻末資料 13 

 

ｐ２１７、問題１６の解説部 上から３～7 行目につきましては、下記のように訂正させていただきます。 

「最後に、2 階、1 階、地階ですが、複合用途防火対象物の場合、特定用途部分の床面積の合計

が 3,000 ㎡以上あれば特定用途のある階に設置義務が生じるので、（２）の「地階、1 階、2 階

のみに設置義務がある」が正解となります。」 

 

ｐ２１６、問題１６の解答 

誤 正 

（１） （２） 

 

Ｐ１９９、問題 38 の解説Ｅの内容を以下のものに差し替えさせていただきます 

Ｅ 誤り。 

消防設備士免状の返納命令を受けた場合は、再交付を申請することはできず、直ちに、当該

命令対象の消防設備士免状を返納する必要があります。 

 

 

 



Ｐ２３４およびｐ２３５、問題２の問題文、解説文の下から 2 行目  

誤 正 

また、矢印Ｇの計器は、ポンプの吐出量側に また、矢印Ｇの計器は、ポンプの吐出側に 

 

Ｐ２４５、問題７の設問２の解説 １行目 

誤 正 

外ねじ式と内ねじ式が存在するのは、ゲートバ

ルブのことで、別名、仕切弁または開閉弁とも

いいます。 

外ねじ式と内ねじ式が存在するのは、ゲートバ

ルブとグローブバルブです。 

ゲートバルブは、別名、仕切弁または開閉弁 

ともいいます。 

 

Ｐ２４５、問題７の〔設問２〕解答 

誤 正 

A A , D 

 

Ｐ２４５、問題７の設問２の解説 最終行 

誤 正 

～、頻繁な開閉操作には不向きです。 ～、頻繁な開閉操作には向いています。 

 

Ｐ２５１、問題１０の解答欄－設問 1 の C 及び設問２の C 

誤 正 

設問１ 径違いストリートエルボ ストリートエルボ 

設問 2 オ ア 

 

Ｐ２６６、設問７の問題と解答欄を削除 、ｐ２６８の設問７の解答も削除 

 

ｐ２６８、設問５ 解答 

誤 正 

設問５ ホースの引き出し途中でも放水がで 

きるため。 

ホースの引き延ばしやバルブの開放操作を１人

で操作ができるようにするため。 

 

Ｐ２７５ 図の色の部分を修正する 

        

Ｐ２７６、問題２１の設問２の解答 

誤 正 

ホース格納箱 屋外消火栓箱 

 



 

Ｐ２７7、中央 

誤 正 

器具格納式消火栓 屋内消火栓 

 

Ｐ３４５ 問題６－設問１－９の原動機動力Ｒの解説 

誤 正 

  

 

Ｐ３４６ 問題６－設問１－⑲の解答 

誤 正 

４．１８ ４．２５ 

 

Ｐ３５５ 問題９－設問３の解説 2 行目 

消火栓設置個数が３より最大２となり、 

 

Ｐ３５８ 問題１０－設問４に追記（赤字部分）を加えさせていただきます。 

図で圧力計及び連成計を設置する必要がある箇所があれば記入しなさい。 

 

P３５９ 問題１０－設問４の解説に追記（赤字部分）を加えさせていただきます。 

圧力計は、ポンプの吐出側と起動用圧力タンクおよび流水検知装置の 1次側と 2次側に設置す

る必要があり、また連成計はポンプからフート弁に至る配管に設置します。 

 

P３６０ 問題６－設問６－⑦の解答（フート弁の図記号） 

誤 正 

  

 

Ｐ３７６ 問題１４— 設問１ に追記（赤字部分）を加えさせていただきます。 

下記の凡例記号を用いて、倉庫にスプリンクラーヘッドをできるだけ～ 

 

Ｐ３７８～３７９ 問題１４—設問１の解説後半部を下記の内容に差し替えさせていただきます。 



 

Ｐ３８０ 問題１４—解答図を下記のものに差し替えさせていただきます。 

 

 

Ｐ３９７ 巻末資料１３ のタイトルに関しまして 

文字が半分切れてしまっている場合は、下記の内容でございます。 

正 

600V2 種ビニル絶縁線（HIV）と同等以上の耐熱性を有する電線（注：主なもの） 

 


